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　常時、多くのお客様が集まる当会議場。国際会議や催事会場
としての品位や快適性だけでなく、盤石な防災対策にも努めてい
ます。立地、建物、スタッフの対応…すべてがお客様の安全安心を
守ることにつながっているのです。
　まずは立地。意外かもしれませんが、耐震護岸に守られ
た中之島一帯は津波浸水の可能性が非常に低く、広域避
難場所に指定されています。周囲には病院も多数あり“もし
も”の際にここほど安全な場所はないといえるでしょう。当
会議場の建物自体も、震度6強でも倒壊する危険のない頑
丈な駆体であり、館内は非常階段が2重になっていたり、防
火扉や防火シャッターが完備しており、逃げやすく被害が
広がりにくい構造です。各所には災害用の消火栓や救助用
品が設置され、常に使用可能な状態であるかのチェックも
怠りません。

　ハード部分だけではありません。スタッフの意識や防災スキル
というソフトこそが私たちの強みです。例えばＢ1にある防災セン
ターはパートナー企業の警備会社が365日24時間常駐してお
り、緊急事態発生時には自動的に案内放送。それを受けて当会
議場のスタッフも、お客様を安全に誘導するため、迅速に動きま
す。当会議場には自営消防組織があり、スタッフ一人ひとりに役
割やポジションが当てられています。年に2回行われる防災訓練
では、チームや個人のフォーメーションを確認し、スムーズに行動
できるよう確認。パニックになりがちな有事の際に慌てないよ
う、何度もくり返して体に覚えさせるのです。
　私たちが毎朝、唱和しているOICC WAYという行動指針に「お
客様の安全・安心を追求し続けます」というフレーズがあります。
日々、真摯に防災に取り組むことで「安心して催事を行える会議
場」を実現したいと思っています。

中之島エリアの安全性と
グランキューブ大阪の防災対策

何があってもお客様を守る。
スタッフの意識こそが最大の防災

施設管理課 課長  住田　吉宏

お客様の安心安全を徹底追求
することが私たちの行動指針。
お客様の安心安全を徹底追求
することが私たちの行動指針。

9月1日は「防災の日」でした。
6月に起こった大阪府北部地震など、
災害はいつどんな時に起こるか誰にもわかりません。
だからこそグランキューブ大阪は
不測の事態にいつも備えています。

9月1日は「防災の日」でした。
6月に起こった大阪府北部地震など、
災害はいつどんな時に起こるか誰にもわかりません。
だからこそグランキューブ大阪は
不測の事態にいつも備えています。

安全安心をモットーに。
グランキューブ大阪は
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西消防署江戸堀出張所

西警察署

福島消防署
上福島出張所

JCHO大阪病院

中之島いわき病院

住友病院

靭公園

下福島公園

関西電力病院

右記のマップのように、中之島地域一帯が施設内を
除いて広域避難場所に指定されています。有事の
際は中之島一帯にとどまってください。また中之島
は津波による浸水はしないと想定されています。

中之島エリア全域は
広域避難場所に指定

非常階段は「特別避難階段」と「バルコニー避難階段」の二重構造に
なっており、どちらからでも避難可能で、また通常の避難階段より炎や
煙が侵入しにくく安全性が高い構造です。

特別避難階段・バルコニー避難階段

9階に設置された防災用品。けが
人の救助や救援のための担架や
医薬品も用意しています。

災害救助用品
3、5、12階のＢエレベーター横に
設置。当会議場のAEDは電源ボタ
ンを押せば音声ガイドが流れます。

AED

当会議場は、地震計を内蔵した緊急地震速報を導入しています。地震
発生に対して、機器本体と気象庁の緊急地震速報の2ルートを持って
おり、より早く確実な情報を入手します。

緊急地震速報受信機

主催者様向けの「安全対策ガイド」を制作・配付し
ています。「開催時における安全対策」「緊急時の

行動指針」「緊急時の
放送」などのカテゴ
リーに分かれ、避難経
路がひと目でわかる全
館マップも掲載してい
ます。

安全対策ガイド

中之島エリアに隣接して2つの公園があります。こ
ちらも広域避難所に指定されています。

下福島公園、靱公園も
避難所に

中之島周辺には総合病院が4施設、警察署や消防
署もあり、緊急時の対応やケアにも便利なエリアと
なっています。

いざという時には
病院や警察、消防署も

中之島エリアの安全性

エレベーターのカゴにある椅子の中は、食料や水、簡易トイレなど。エレベー
ターは揺れを感知したら最寄り階で止まって開くよう設定されています。

災害用エレベーター椅子

屋内消火栓が各階に設置され、消火器は20ｍおきに置かれています。ま
た各会議室にはスプリンクラーも多数あり、火災対策は万全。

消火栓・消火器

施設の防災対策
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グランキューブ大阪の
これから開催される学会・イベント
をご紹介します。

International Fan Festival
Osaka 2018

第28回日本耳科学会総会・学術講演会

１）「人工聴覚器医療」、「再生
医療」、「遺伝子医療」、「医療ロ
ボット」、「医療人工知能」等、常
に進化を続ける「耳科学」の最
新情報を共有し、「耳科診療」
の未来はどう変わり、どこに向
かうのか、会員全員で考える良
い機会にしたいと思います。
２）耳科学研究へ「分子生物
学」、「分子遺伝学」が導入され
て久しい今、「耳科学研究の未
来 」に 今 後 ど の よ う な
breakthroughが期待され、それ
により何が解明されるのか、新
たな研究課題は何か、新進気
鋭の若手研究者中心に討議し

ていただきます。
３）特別プログラムは、招待講演10題、ランチョンセミナー10題、イブ
ニングセミナー1題、モーニング教育セミナー12題を企画しました。国
内外からお招きした講師による素晴らしいご講演をお楽しみください。
４）学会全体を通して、新専門医制度上での専門医共通講習1題、耳
鼻咽喉科領域講習15題を開催します。
（第28回日本耳科学会総会・学術講演会  会長  近畿大学医学部耳鼻咽喉科
学講座  教授  土井 勝美）

本学会のテーマは、「耳科学の未来」です。
2018年10月3日（水）～6日（土）

「ファン目線」を大切に企画・開催
され、日本からも数多くのファンが
集結するカナダ最大級のアニメイ
ベント “Anime Revolution”（アニ
メレボリューション）がおくる新感
覚のアニメイベント： International 
Fan Festival Osaka 2018（IFF）
IFFでも「ファン目線」をモットー
に、日本では開催されたことがな
かった、ファン必見の【体験型】コ
ンテンツの数々をお送りします。
IFFは、今まで体験したことがない
ほど近い！日本初の逆輸入型アニ
メイベントです。

自然科学から社会科学にまたがる学術会議
2018年11月27日（火）～29日（木）

2018年ACMASS・LSBE・ACEAT
合同会議

今年も大阪で下記の
3つの学会が合同で
開催されます。発表者
はそれぞれの分野で
の研究内容について
発表を行います。この
合同会議では、分野を

またがって学者、研究者、関係者が実践について話し合う場を提供
しています。
ACMASS
2018年経営・社会科学会議(ACMASS)は、コミュニケーション、
社会、教育、文化、政治、法律、財務、経済、管理、心理学などの分野
における学際的な研究と実践を学ぶためのプラットフォームです。
LSBE
第6回生命科学・生物工学会議(LSBE)では、機械、土木、材料工学
から生物工学などの分野を網羅しています。
ACEAT
工学・応用科学年次会議(ACEAT)では、工学と応用科学などの分
野における学際的な研究と実践について話し合う場を提供してい
ます。
（Higher Education Forum  Wen Chi［ACMASS事務局］Jou Chou［ACEAT, 
LSBE事務局］）

日本初！逆輸入型ジャパンアニメイベント
2018年10月6日（土）・7日（日）

（AMCGN International Fan Festival株式会社  松本 阿里香）

計測展2018 OSAKA

計測展OSAKAでは、地域特
性を生かした企画の強化に
より、関西から未来を共創(つ
く)る出会いの場、つながる場
を提供します。また、聞いて見
て体感できる企画を用意して
おります。皆様方のご来場を
お待ちしております。
＜見どころ・聞きどころ＞
70社・団体168小間が出展、
セミナーセッション数：60以
上、来場予定数：15,000人。

最新の計測・制御技術製品とソリューションの紹介。「工場設備と
IoT」、「AIと自動運転、自動化技術」のテーマを軸に産学官によるセミ
ナーと「ビジネス創出マッチングイベント」の開催。出展者による最新
技術・製品セミナーの実施。EV車主要部品の展示。「情報系学生」・
「メカエレ業界で働く女性」向けのガイド付ブース見学ツアーなど。
詳しくは ⇒ https://jemima.osaka/
（一般社団法人  日本電気計測器工業会  計測展2018 OSAKA主催事務局）

未来のものづくり社会を支える計測・制御技術の総合展
“未来を創る“

2018年11月7日（水）～9日（金）

つく

PICK UP
10月以降のプログラム
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グランキューブ大阪の 学会・イベント
2018年の夏以降に開催された学会や
イベントの一部をご報告します。

第50回日本動脈硬化学会総会・
学術集会

日本動脈硬化学会半世紀を振り返り、未来への提言
2018年7月12日（木）～14日（土）

第50回日本動脈硬化学会総会・学術集
会は、これまでの日本動脈硬化学会の歩
みを振り返り、未来の方向性について議
論する記念の大会となりました。医師のみ
でなく薬剤師、栄養士、保健師、看護師、臨
床検査技師、理学療法士等のメデイカルスタッフの方々が動脈硬化予
防のための積極的な活動をして頂けるような、更には若手医師が将来
の動脈硬化研究に積極的に参加して頂けるような企画も考え、テーマ
は「深く識る動脈硬化学～これまでの半世紀と未来への提言～」とさ
せて頂きました。貴重なご発表と活発な議論をいただき、また、約
1,600名の学会関係者の方々、市民公開講座では約350名の方々に
ご参加いただき、盛会のうちに終了することができました。多くの皆様
に、ご協力・ご指導いただきましたことに心より御礼申し上げます。
（第50回日本動脈硬化学会総会・学術集会  会長  日本動脈硬化学会  理事
長、りんくう総合医療センター  病院長、大阪大学大学院医学系研究科  総合地
域医療学寄附講座・循環器内科学  特任教授  山下 静也）

第69回日本東洋医学会学術総会

日本東洋医学会学術総会は３日間の開催で学会開催史上最多の
3,981名の参加を頂きました。本学会は、漢方医学・医療の学術研
究と臨床の知識と実践技量を議論し、医療の向上に努めています。
講演、シンポジウム、ワークショップ、各種セミナー、一般講演、市民
公開講座を通して、漢方が今求められる医療であることが再認識さ
れました。３日間各会場は満杯となる賑わいで、韓国、台湾、チベッ
ト、そしてドイツからも参加者を迎えて盛況のうちに会を終える事が
できました。参加者は漢方の歴史や伝統、臨床の姿勢を学ぶととも
に、新たな医療としてのエビデンスを基盤とした将来大きな可能性
を含む漢方医療を実感して帰路につかれました。
（第69回日本東洋医学会学術総会  会頭  大阪医科大学健康科学クリニック  
教授・所長  後山 尚久）

漢方の実力、臨床力、癒し力をテーマに開催
2018年6月8日（金）～10日（日）

知的財産に関する国際シンポジウム
2018年11月1日（木）～3日（土）

FICPI-JAPAN
知的財産大阪シンポジウム

FICPI　はヨーロッパを中心
に結成された特許・商標等の
知的財産権を扱う弁護士・弁
理士の団体で、主要各国に支
部を持っています。日本支部
はその活動の一環として4年
ごとにシンポジウムを開催し
ており、今回は、横浜、京都に
続く3回目の開催となります。
セミナーは主要各国の特許庁
の幹部を招聘しての意見交換
から始まり、各国裁判所の裁
判手法の比較、税関における
ニセモノ対策、意匠関連の国
際条約に関する問題や、著名
商標の保護のあり方等の問

題等を討議します。海外からの参加者250名を含め、500人規模
の大会となる予定です。
（国際弁理士連盟日本協会（FICPI・JAPAN）  大阪シンポジウム実行委員会  
委員長  岡部 譲）

記念碑的でいまだ進化する音楽集団来たる
2018年12月9日（日）・10日（月）

KING CRIMSON
UNCERTAIN TIMES JAPAN TOUR 2018

プログレッシブ・ロックの雄であるこ
とは言うまでもないのだが、今や
「ロックの古典に向けて進化・深化す
る音楽職人集団」といった方がいい
バンド、それがキング・クリムゾンだろ
う。8人編成、3ドラムのシステムで、結
成50周年を記念した日本ツアーが繰

り広げられる。リーダーのロバート・フリップは主に1970年代に盛んに
言われた「プログレッシブ・ロック」のレッテルを嫌う。自分たちが活動
する以上、前より進歩（プログレッシブ）するのは当然だ、という信念か
らの嫌悪のようだ。クリムソの音楽は、狂気、とげとげしいひずみ、メロ
ウな旋律などが、実験・前衛性のきしむ機械によって錯雑に織り込まれ
たタペストリーのようでもある。前回来日時と同様、ステージ前面に配
置されるであろう３ドラムなどで、圧巻のライブになることは間違いな
い。「21世紀のスキッツォイド・マン」「太陽と戦慄パートⅡ」「スターレ
ス」などはセットリストに入るのか。いずれにせよクラシック、ジャズ、民
族音楽などとの切り結びの中から生み出された名曲群が、当時の破壊
力と尖鋭さを息づかせながら、いま一歩、進化・深化している実感を得ら
れるはずだ。音楽をじっくり聴かせる会場などで、ある時は、狂い踊るフ
リップのギターソロや、実験的な変拍子が深掘りに刻まれる進行が軽
やかな職人芸となり、ある時は、甘く若々しい声質のボーカルがしんみ
りと迫って室内楽のような様相すら呈するのである。（米原範彦）

REPORT
開催されたプログラム
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　月刊島民2018年9月号では、今年で100周年を迎えた大
阪市中央公会堂を特集した。大正7年（1918）11月に竣工し
て以来、中之島いや大阪のシンボルとして愛されてきた建築
であるだけに、さまざまな見方ができるだろう。ここでは
「夢」というキーワードで、中央公会堂にまつわる物語をご
紹介しよう。

　よく知られた話ではあるが、中央公会堂は設計コンペを
経て建設されている。明治44年（1911）、当時の建築界の
重鎮であった辰野金吾を顧問に据えて行われたコンペで
は、国内の第一線で活躍していた建築家17人が案を出すよ
うに指名された。実際に案を提出してエントリーしたのは13
人。審査では、それらの案を13人の参加者自らが審査員と
なり、０点から12点までの順位を付けて投票する互選方式
という極めて珍しい方法がとられた。
　その結果、第１席に選ばれたのは参加者のうち最年少
だった岡田信一郎の案。5年前に大学を出たばかり、建築
家人生を歩み始めたばかりの若者が、並み居るベテラン勢
を押しのける。まさにシンデレラストーリーではないか。月

刊島民で取材をした関西大学の橋寺知子氏は、結果につい
てこんな風に分析してくれた。
 　「コンペ後の談話を読むと、工費のことを気にしている

建築家が多く、どうやら公費がかなり厳しかったようです。
ベテランになるほど決められた予算内で収まるように実現
性の高い無難な案になりがち。その点、岡田案は華やかさ
があり、よく練られています」
　新しいものを生み出すことにためらいのない青年だからこ
そ、予算や実現性に囚われすぎることなく、瑞 し々い感性で
自分の夢を素直に表現できたということか。そんな一番夢の
ある建築が現実になったというのは、なんとも痛快な話だ。
　ちなみに、岡田以外の12人の建築家の案も、すべて残され
ている。機会があればぜひ見てみることをおすすめする。ど
れも個性的でまったく異なる姿をしていて、「こんな風になっ
ていたのかもしれない」と想像すると楽しい。

　誕生にあたり、数多くの建築家の夢が交錯した中央公会
堂。それを引き継ぐかのように、強いメッセージを放った建築
家がいた。日本を代表する世界的建築家、ご存じ安藤忠雄氏
その人である。
　昭和63年（1988）、大阪市によって永久保存されることが
発表された中央公会堂だったが、老朽化した建物をどのよう
に保存するのかで揺れていた。さまざまな議論がなされる中、
世界のアンドウは驚くべきアイデアを発表する。「アーバンエッ
グ」と名付けられたその手法は、なんと1・2階の吹き抜け
ホールに巨大な卵を挿入するという大胆なもの。「自立した
構造物を内部に造ることで、既存の建物に手を加えず、宿っ
た記憶も消すことなく、新旧の空間の衝突による新たなエ
ネルギーを生み出すことを意図した」という。いかにも安藤
氏らしいダイナミックな提案だが、構造技術的には可能とい
う検証はできていたらしい。
　「非現実的な考えであり、建築家の
夢でしかないことは良くわかっていた。
だが夢だからこそ、現実の仕事の数十
倍のエネルギーをかけて、夢らしく見
せたい」（『建築家 安藤忠雄』）
　安藤氏は「アーバンエッグ」について
こう語っている。なぜ安藤氏ほどの人物
が、わざわざこうした実現性のないプロ
ジェクトを提案するのか？　それは、自
分を育ててくれた大阪への愛であり恩返しなのだという。
　そんな安藤氏が中之島に描いた夢が、いよいよ果たされ
ようとしている。来年秋にオープンする「こども本の森 中
之島」（仮称）は、安藤氏が大阪市に対して呼びかけて実現
したもので、設計費と建設費は安藤氏自身が寄付するとい
う。社会に夢を与えるのが建築家の責務という思いが、中
之島で身を結ぶことになるのだ。

　2016年２月、中央公会堂の中集会室で、中之島４丁目に新
しくできる美術館の設計コンペの公開プレゼンテーションが
開催された。平日の昼間であったにもかかわらず、会場には

300人以上の聴衆が詰めかけ、テレビカメラも数台入るなど、
真冬であることを忘れさせるほどの熱気に包まれていた。
　それもそのはずで、中之島4丁目の美術館と言えば、大阪
市が市制70周年を記念して昭和58年（1983）に計画が持ち
上がったものの、さまざまな事情に翻弄され、度重なる計画
の延期や変更の憂き目に遭い続けていたのだ。そのデザイ
ンがいよいよ決まるとなれば、否が応でも注目度は増す。
　２次審査に進んだのは5組。大御所建築家、日本を代表
する設計事務所、海外企業とのタッグなど、いずれ劣らぬ
実力者たちのコンペを制して最優秀案に輝いたのは、関西
ではほぼ無名と言って良い遠藤克彦氏の案だった。遠藤氏
は当時42歳、５組のうち最年少である。中央公会堂建設時
のコンペの逸話を知っている人なら、「歴史は繰り返す」と
思ったに違いない。中之島とはやはり「夢」という物語に彩
られた土地なのである。

　いや、もしかするとこれは中之島にとって宿命づけられ
た土地性なのかもしれない。なぜなら、数々の夢の舞台と
なってきた中央公会堂そのものが、かつて「北浜の風雲児」
と呼ばれた稀代の相場師・岩本栄之助が思い描いた夢に
よって建てられたものなのだから。
　若くして渋沢栄一をはじめとする実業家たちと共にアメリ
カを視察した岩本は、そこで見聞きした経験から、株取引
で成した財を公共に資することを決意。市民が集う公会堂
の建設のために、大阪市に建設費100万円を寄付した（そ
の額は現在の価値で数百億円に上るとも言われる）。
　しかし、岩本が夢にまで見た公会堂の完成を見ることは
なかった。相場で大敗を喫し、進退窮まった岩本は自らそ
の命を絶ってしまったのだ。あまりにも哀しく儚い物語だか
らこそ、中之島にまつわる夢の数々は、岩本の思いが時代
と形を変えて現れたものではないかと、ついドラマ的に過
ぎる想像をしてしまう。

中之島的
聖地巡礼

月刊島民がおくる

『月刊島民』
Vol.122　2018 9/1

中之島の人気フリーペーパーとのコラボ企画

「夢」の舞台である中之島の
シンボルとしての中央公会堂。

コンペで第１席に輝い
た岡田信一郎の案。実
際に建ったものよりも
屋根部分の装飾や窓
周りが華やか。どこが違
うのか比べてみよう。

若い建築家の夢が勝った、
中央公会堂設計コンペ。

中央公会堂
第14回

2008年8月に創刊した中之島の
フリーマガジン。歴史、建築、人など
さまざまなテーマを特集。毎月1日発
行、グランキューブ大阪ほか、京阪
電車主要駅や書店などで配布中。

『月刊島民』とは…

文／大迫　力（月刊島民編集・発行人）

大阪市
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　月刊島民2018年9月号では、今年で100周年を迎えた大
阪市中央公会堂を特集した。大正7年（1918）11月に竣工し
て以来、中之島いや大阪のシンボルとして愛されてきた建築
であるだけに、さまざまな見方ができるだろう。ここでは
「夢」というキーワードで、中央公会堂にまつわる物語をご
紹介しよう。

　よく知られた話ではあるが、中央公会堂は設計コンペを
経て建設されている。明治44年（1911）、当時の建築界の
重鎮であった辰野金吾を顧問に据えて行われたコンペで
は、国内の第一線で活躍していた建築家17人が案を出すよ
うに指名された。実際に案を提出してエントリーしたのは13
人。審査では、それらの案を13人の参加者自らが審査員と
なり、０点から12点までの順位を付けて投票する互選方式
という極めて珍しい方法がとられた。
　その結果、第１席に選ばれたのは参加者のうち最年少
だった岡田信一郎の案。5年前に大学を出たばかり、建築
家人生を歩み始めたばかりの若者が、並み居るベテラン勢
を押しのける。まさにシンデレラストーリーではないか。月

刊島民で取材をした関西大学の橋寺知子氏は、結果につい
てこんな風に分析してくれた。
 　「コンペ後の談話を読むと、工費のことを気にしている

建築家が多く、どうやら公費がかなり厳しかったようです。
ベテランになるほど決められた予算内で収まるように実現
性の高い無難な案になりがち。その点、岡田案は華やかさ
があり、よく練られています」
　新しいものを生み出すことにためらいのない青年だからこ
そ、予算や実現性に囚われすぎることなく、瑞 し々い感性で
自分の夢を素直に表現できたということか。そんな一番夢の
ある建築が現実になったというのは、なんとも痛快な話だ。
　ちなみに、岡田以外の12人の建築家の案も、すべて残され
ている。機会があればぜひ見てみることをおすすめする。ど
れも個性的でまったく異なる姿をしていて、「こんな風になっ
ていたのかもしれない」と想像すると楽しい。

　誕生にあたり、数多くの建築家の夢が交錯した中央公会
堂。それを引き継ぐかのように、強いメッセージを放った建築
家がいた。日本を代表する世界的建築家、ご存じ安藤忠雄氏
その人である。
　昭和63年（1988）、大阪市によって永久保存されることが
発表された中央公会堂だったが、老朽化した建物をどのよう
に保存するのかで揺れていた。さまざまな議論がなされる中、
世界のアンドウは驚くべきアイデアを発表する。「アーバンエッ
グ」と名付けられたその手法は、なんと1・2階の吹き抜け
ホールに巨大な卵を挿入するという大胆なもの。「自立した
構造物を内部に造ることで、既存の建物に手を加えず、宿っ
た記憶も消すことなく、新旧の空間の衝突による新たなエ
ネルギーを生み出すことを意図した」という。いかにも安藤
氏らしいダイナミックな提案だが、構造技術的には可能とい
う検証はできていたらしい。
　「非現実的な考えであり、建築家の
夢でしかないことは良くわかっていた。
だが夢だからこそ、現実の仕事の数十
倍のエネルギーをかけて、夢らしく見
せたい」（『建築家 安藤忠雄』）
　安藤氏は「アーバンエッグ」について
こう語っている。なぜ安藤氏ほどの人物
が、わざわざこうした実現性のないプロ
ジェクトを提案するのか？　それは、自
分を育ててくれた大阪への愛であり恩返しなのだという。
　そんな安藤氏が中之島に描いた夢が、いよいよ果たされ
ようとしている。来年秋にオープンする「こども本の森 中
之島」（仮称）は、安藤氏が大阪市に対して呼びかけて実現
したもので、設計費と建設費は安藤氏自身が寄付するとい
う。社会に夢を与えるのが建築家の責務という思いが、中
之島で身を結ぶことになるのだ。

　2016年２月、中央公会堂の中集会室で、中之島４丁目に新
しくできる美術館の設計コンペの公開プレゼンテーションが
開催された。平日の昼間であったにもかかわらず、会場には

300人以上の聴衆が詰めかけ、テレビカメラも数台入るなど、
真冬であることを忘れさせるほどの熱気に包まれていた。
　それもそのはずで、中之島4丁目の美術館と言えば、大阪
市が市制70周年を記念して昭和58年（1983）に計画が持ち
上がったものの、さまざまな事情に翻弄され、度重なる計画
の延期や変更の憂き目に遭い続けていたのだ。そのデザイ
ンがいよいよ決まるとなれば、否が応でも注目度は増す。
　２次審査に進んだのは5組。大御所建築家、日本を代表
する設計事務所、海外企業とのタッグなど、いずれ劣らぬ
実力者たちのコンペを制して最優秀案に輝いたのは、関西
ではほぼ無名と言って良い遠藤克彦氏の案だった。遠藤氏
は当時42歳、５組のうち最年少である。中央公会堂建設時
のコンペの逸話を知っている人なら、「歴史は繰り返す」と
思ったに違いない。中之島とはやはり「夢」という物語に彩
られた土地なのである。

　いや、もしかするとこれは中之島にとって宿命づけられ
た土地性なのかもしれない。なぜなら、数々の夢の舞台と
なってきた中央公会堂そのものが、かつて「北浜の風雲児」
と呼ばれた稀代の相場師・岩本栄之助が思い描いた夢に
よって建てられたものなのだから。
　若くして渋沢栄一をはじめとする実業家たちと共にアメリ
カを視察した岩本は、そこで見聞きした経験から、株取引
で成した財を公共に資することを決意。市民が集う公会堂
の建設のために、大阪市に建設費100万円を寄付した（そ
の額は現在の価値で数百億円に上るとも言われる）。
　しかし、岩本が夢にまで見た公会堂の完成を見ることは
なかった。相場で大敗を喫し、進退窮まった岩本は自らそ
の命を絶ってしまったのだ。あまりにも哀しく儚い物語だか
らこそ、中之島にまつわる夢の数々は、岩本の思いが時代
と形を変えて現れたものではないかと、ついドラマ的に過
ぎる想像をしてしまう。

世界のアンドウが、
中之島と公会堂に描いた夢。

夢の舞台としての中之島。
その歴史は繰り返される。

大阪新美術館（仮称）の完成イメージ。2021年度の開
館が今から楽しみだ。
（大阪新美術館建設準備室ホームページより）

岩本栄之助が自殺をする直前に撮ったという写真（左）と、中央公会堂地下1階の資
料室（右）。こちらは無料でいつでも見学できる。

『建築家 安藤忠雄』
（新潮社・1900円＋税）
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2018年8月18日、子ども向け
「館内ガイドツアー」を開催しました！
　この夏はグランキューブ大阪を探検して自由研
究に役立ててほしい…夏休みの子ども応援企画と
して「館内ガイドツアー」が開催されました。ツアー
は午前と午後の2回行われ、各回10組限定。当日は
最高気温が37℃超えの猛暑日でしたが、ふだんは
見ることができないヘリポートやバックヤードを見
学できるとあって、たくさんの親子に参加していた
だきました。

　グランキューブ大阪（大阪国際
会議場）はどこに、何のためにある
のか？どんな人が来るのか？…少
し難しい内容もありましたが、みん
な熱心に聞いてくれました。G20大
阪サミットの紹介に絡めた「国旗
当てクイズ」では、元気に手を挙げ
てくれました。

当

①座学

日 の 様 子

　ヘリポートに向かうまでの100段
の階段が大変でしたが、晴天にも
恵まれ（暑かったですが…）絶好
のヘリポート日和でした。この日は
明石海峡大橋まで見え「あの建物
は？」と周辺地域にも興味しんし
ん。ヘリポートの豆知識には「ほ
～」という声も！

②ヘリポート
　近年、イスラム教を信仰するムス
リムのお客様が増えているため設
置された礼拝室。イスラム教の聖典
「コーラン」には様々な生活の決ま
りがあり、1日5回の礼拝も義務づ
けられているのです。どんな風に、
どの方向に向かってお祈りするの
か学んでもらいました。

③礼拝室
　世界のVIPをお迎えするための
部屋です。国際会議場らしい、万
国旗を飾ってお迎えしました。座
学で学んだ「国旗当てクイズ」の
復習です。みんなに席についても
らうと、まるで小さな国際会議が
開催されているようでした。

④貴賓室

　まずは舞台から客席を見てもらい
ました。どこからでも見やすいよう、
斜めに反っている客席にみんなびっ
くり。メインホールの大きなスクリー
ンを使って映像はどこから映すの
か、音響や照明はどこで操作するの
か、イスが舞台に変わる秘密…な
ど、興味深く聞いていただきました。

⑤メインホール
　2600㎡の無柱空間、3階のイベ
ントホール。まず、上層階にあるス
タッフスペースから全体を一望。
「すごく大きいね！」と盛り上がりま
した。実際に立ってみると走って
みたくなるほど広 と々したスペース
です（危ないので走ってはいけま
せんが…）。

⑥イベントホール
　座学の時間に、グランキューブ
大阪で行われる展示会やイベント
の話をしました。それらの開催にあ
たって必要な物を上の階まで運ぶ
ための荷物用エレベーターも見学。
見たこともない巨大エレベーター
に「でかい！」「車も入るの！？」と
みんな驚いていました。

⑦荷物用エレベーター

参加者の感想

普段いけない
ヘリポートや楽屋に
行けて楽しかった!

メインホールの
イスが動く動画を
見てみたい！

舞台から客席が
あんなに見渡せるとは
思っていなかったので
驚きました！！
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　グランキューブ大阪の創業
時から、館内の清掃とメンテ
ナンスを請け負っている当
社。もともとJRの駅や百貨店
の清掃で培ったノウハウがあ
りスタッフの多くはビルク
リーニング技能士を取得して
います。私たちのミッション
は「お客様と接触しながらい
かに清潔を維持するか」とい
うこと。気持ちよい挨拶はも
ちろん、清掃中は必ず看板を
立てて注意喚起するなど安
全対策も徹底しています。ま
た、試験が行われる部屋の
近くでは掃除機を使用しな
い…といった配慮も大切。そ
のために毎日の催事内容は
必ずチェックして、スタッフ内
で共有します。清潔で快適、
という当たり前を今後も守っ
ていきたいと思います。

　すっかり恒例となった都心の盆踊り「中之島なつまつり」が8月27
日に開催されました。河内家菊水丸氏を迎えての盆踊り、有名店の
グルメ屋台、地元ミュージシャンによるライブなど…。来場者はこれ
までの歴代2位となる約7,400人。グランキューブ大阪の1階プラザと
中之島バンクスは、夏を惜しむ人々で埋め尽くされました。

おいしい食堂や雰囲気の良いカフェ。いつも清潔で衛生的な館内。
グランキューブ大阪のパートナー企業が支えています。

今年も開催されました！中之島なつまつり2018
歴代第2位の来場者数、約7,4 0 0名が夏のひとときを満喫！

OIC CAFE（2F）
■営業時間／9：00～19：00
　（ラストオーダー18：30）
■座席／81席

まいどおおきに
大阪国際会議場食堂（5F）
■営業時間／11：00～15：00
■座席／152席

※貸切営業の場合もございますので予
めお問い合せください。
※時間外はご予約にて承ります。

株式会社　フジオフードシステム

よりおいしく、よりスピーディに。
お客様の声を取り入れて改善を重ねています
　当社は「まいどおおきに食堂」「つるまる」「はらドーナツ」など多くのブラ
ンドを持ち国内外に876店の飲食店を展開。グランキューブ大阪において
は2014年より、2階「OIC CAFE」と5階「まいどおおきに大阪国際会議場
食堂」を運営しています。様 な々催事やイベントが行われる会議場ですの
で、5階ではランチタイムに集中するお客様をお待たせしないよう、和洋か
ら選べる定食スタイルを工夫。2階のカフェは多忙な中でも安らげる、ゆと
りの空間とこだわりのカフェメニューをご提供しています。メニューは季節
ごとに旬を取り入れたり、アンケートでお客様の意見を反映したり。常にブ
ラッシュアップを重ねています。

衛生的で快適な館内を維持したい。
細やかなメンテナンスを心がけています

来場される
お客様の快適のために、
音が静かな最新の掃除機や、
環境に優しい
クリーニング剤を使っています。

株式会社JR西日本メンテック
開発本部　店舗開発部課長
妹尾　雅義 氏

大阪国際会議場営業所　所長
大和田　弘基 氏

※肩書は取材当時のものです。

最近では、
5階の食堂で作ったお弁当を
2階カフェで販売。
お弁当は
ドーナツが付いて700円、
おいしくて安いと好評です。
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猛暑だった夏が終わり、涼やかな風が吹き始めました。
秋といえば芸術の季節、そして食欲の季節です。
どちらも欲張りに楽しめる「美術館＋カフェ」をご紹介。

アートの秋と食欲の秋。
どちらも満足、の中之島。

国立国際美術館

中之島 香雪美術館

大阪市立東洋陶磁美術館

中之島
ナカノシマ

中之島

渡辺橋
大江橋

大阪天満宮

南森町福島

新福島

なにわ橋

淀屋橋
肥後橋 北浜

地
下
鉄
堺
筋
線

地
下
鉄
御
堂
筋
線

地
下
鉄
四
つ
橋
線

京阪中之島線

JR東西線

JR
大阪
環状
線

京阪本線 南天満公園

下福島公園

大阪天満宮

中之島公園

北新地

特別展「ニュー・ウェイブ　現代美術の80年代」
11月3日（土・祝）～2019年1月20日（日）

　地下から新進気鋭のエネルギーを放ち続ける関西でも最大級の美術館。国内外の
戦後の現代美術に特化し、すでに名の通った古典まで、様々なジャンルを網羅し、アー
トに触れるきっかけづくりが随所に散りばめられています。建築家シーザー・ペリが
設計した独創的な地上部のオブジェは『竹の生命力』をイメージしているそう。

　昭和から平成へ移った1980年代の日本は
多様な変化に富んでいました。そんな時代状
況を反映するかのように、80年代の美術はか
つてないほど活気づき、自由奔放な若者たち
が芸術の表舞台に一斉に登場しました。この
熱気を今こそ感じてみましょう！

■DATA　住所／大阪市北区中之島4-2-55　☎06-6447-4680　営業時間／10:00～17:00※入場は16:30ま
で　金曜日・土曜日は20:00まで※入場は19:30まで　※7月21日（土）～10月14日（日）の金曜日・土曜日は21:00ま
で※入場は20:30まで　休／月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始(12月28日～1月4日)、展示替え期間　アクセス／
京阪中之島線「渡辺橋駅」より徒歩5分

■DATA　営業時間／開館日の10:00～17:00、金曜日は19:00まで、土曜日は
17:00まで応対　☎06-4803-6100（直通）

国立国際美術館 グ ル メ

864円

おみやげ

タオルハンカチ
裏面はストライプでとてもキュー
ト。厚手の生地も嬉しいですね。

1080円

携帯ストラップ
オーセンティックなロゴ
が映えるシンプルなデ
ザインが素敵。

■DATA　営業時間／11 : 0 0～
17:00※金曜日は19:00まで、土曜日は
17:00まで　展示替え休館中は11:00
～15:00　休／展示期間中は美術館に
準ずる。展示替え休館中は月曜日。※都
合により営業時間が変更になる場合が
あります。　☎06-6443-6140（直通）

●メニュー／煮込みハンバーグセット
　（サラダ・スープ付）　900円

中之島ミューズ

ミュージアムショップ

甘めのソースと半熟玉子が
ジューシーに絡み合うじっく
りと煮込んだハンバーグはボ
リューム満点◎鑑賞後は本
格的な洋食をごゆるりと。特
別展のコラボメニューも大人
気です。

中西學《THE ROCKIN' BAND: The Guitar Man》1985年　作家蔵
撮影：寿福滋　提供：滋賀県立近代美術館
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　中央公会堂の向かい、緑いっぱいの中
之島公園内に建つ東洋陶磁美術館。平常
展は約400点が展示され、中国・韓国陶磁
を中心に、うち国宝2点、重要文化財13点
を含む逸品が揃っています。自然採光が
柔らかに降り注ぎ、作品と織りなす偶然の
ハーモニーは情緒たっぷり。ひとつひとつ
の作品とじっくり向き合うことができる空
間を思う存分お楽しみください。

　高麗王朝の滅亡とともに姿を消し、「幻のやきもの」と言われた高麗青磁。翡翠のきら
めきにも似た美しい釉色が特徴で、祈りの場や儀礼、喫茶具や飲酒具など、当時の人び
との生活と密接に関わり合い、高麗王朝の文化の精髄が具現化されています。

■DATA　住所／大阪市北区中之島1-1-26　☎06-6223-0055　営業時間／9:30～17:00※入館は16:30まで　休／
月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始(12月28日～1月4日)、展示替え期間　アクセス／京阪中之島線「なにわ駅」よりすぐ

大阪市立東洋陶磁美術館

特別展「高麗青磁―ヒスイのきらめき」
9月1日(土)～11月25日(日)

グ ル メ

フェスティバルシ
ティの中にある
「フェスティバルプ
ラザ」にはランチ
やディナー、ちょっ
とした休憩にも便
利なレストランや
カフェがたくさん！
大阪メトロ四つ橋
線「肥後橋駅」・京
阪中之島線「渡辺
橋駅」から直結な
のも便利ですね。

320円

全4種類・130円

おみやげ

グリーティングカード

ダイカットポストカード

レーザーカッターで施した
繊細なラインが美しい。特
別なお手紙にどうぞ。

部屋に飾って、インテリ
アにしても◎展示品の
高貴な魅力が活きてい
ます。

　今年の3月にオープンし、初めての「秋」
を迎えます。朝日新聞社の創業者である
村山龍平の収集したコレクションが高透
過ガラスを用いたケースに丁寧に並んでい
ます。村山が自邸内に建てた茶室を原寸
大に再現した「中之島玄庵」も常設。中之
島の街を館内の一角から見下ろすと、美
術作品の時代から都心へやって来たかの
ような不思議な気持ちになります。

　村山氏の美術品収集は、明治20年代の初頭に本格化し、仏教美術コレクションがそ
のはじまりだったそう。当初から優れた審美眼を発揮し、収集した「名品」の数々をご
覧あれ！神仏への祈りの世界を心ゆくまで堪能しましょう。

■DATA　住所／大阪市北区中之島3-2-4 中之島フェスティバルタワー・ウエスト 4階　☎06-6210-3766　営業時
間／10:00～17:00※入館は16:30まで　休／月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（12月29日～1月7日）、展示替え
期間　アクセス／京阪中之島線「渡辺橋駅」に直結

中之島香雪美術館

開　館
記念展

「珠玉の村山コレクション～愛し、守り、伝えた～」
Ⅳ ほとけの世界にたゆたう　10月6日(土)～12月2日(日)

グ ル メ

■DATA
営業時間／10：00～17：00

●メニュー／バラゼリー（アイスクリーム付き）※4月～11月限定　650円

喫茶サロン
涼やかな見た目と豊
かなバラの香りにうっ
とり！つるんとした舌
触りのゼリーをはじ
め、バラにちなんだス
イーツや、その他軽食
もあります。ロイヤル
コペンハーゲンの陶
器でゆっくりお茶を楽
しめますよ。

「きなこ」「黒ごま」全2種類・496円

おみやげ

有平糖
外側の飴はパリッと、中に
はぎゅっと香ばしい餡が。
面白い新食感！

全2種類・1782円

カード式
USBメモリー
オシャレなカードタイプの
USBメモリー。両面で別の
絵柄が楽しめますよ。

重要文化財・
青磁陽刻 龍波濤文 九龍浄瓶
大和文華館所蔵　写真　六田知弘

重要文化財・青磁陽刻 蓮唐草文 浄瓶
根津美術館所蔵

青磁透彫 唐草文 箱
東京国立博物館所蔵
Image : TNM Image Archives

りょうへい

げんなん

※特別展の際は、平常展より規模を縮小し、約80点を展示。



〈電車〉
●京阪中之島線「中之島（大阪国際会議場）駅」（2番出口）すぐ
●JR大阪環状線「福島駅」から徒歩約15分
●JR東西線「新福島駅」（2・3番出口）から徒歩約10分
●阪神本線「福島駅」（3番出口）から徒歩約10分
●大阪メトロ「阿波座駅」（中央線1号出口・千日前線9号出口）から徒歩約15分

〈バス〉
●JR「大阪駅」駅前バスターミナルから、 大阪シティバス（53系統 船津橋行）
　または（55系統 鶴町四丁目行）で約15分、「堂島大橋」バス停下車すぐ
●シャトルバスが、「リーガロイヤルホテル」とJR「大阪駅」桜橋口の間で運行しており、
　ご利用いただけます（定員28名）
●中之島ループバス「ふらら」で地下鉄・京阪「淀屋橋駅」（4番出口・住友ビル前）から約15分

●編集･発行/株式会社大阪国際会議場   ●発行日/2018年9月28日   ●https://www.gco.co.jp/

この印刷物は環境に配慮した植物油インクを使用しています。
グランキューブ便りは、地球にやさしい広報誌。

OSAKA INTERNATIONAL CONVENTION CENTER CORP.

　　　　　　大阪市北区中之島5丁目3番51号
Tel.06(4803)5555（代表） Fax.06(4803)5620

2018年も参加します！
生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪

PICK UP NEWS

昨年のガイドツアー風景。
今年は、お子様対象の
見学会もあります！

　生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪（通称イケフェス大阪）は、毎年秋に開催される日本最大級の建
築イベント。歴史的な近代建築から21世紀の超高層ビル、有名な建築家の名作まで…大阪の魅力的な建築物
を一斉に無料公開します。グランキューブ大阪は、昨年2017年に初参加。巨匠、黒川紀章氏の設計思想が込
められた空間を体験したいと多くの方が訪れました。
　そんな見逃せないビッグイベント、「イケフェス2018」の開催は10月27日（土）・28日（日）の2日間。もちろん
当館も参加して、昨年同様館内のガイドツアーも行います。普段は入ることのできないバックヤードや、天気が
よければヘリポートの見学も！ぜひ皆様もご応募をお待ちしております。

27日
土
28日
日

10月
2018年

http://ikenchiku.jp/
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